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御
　
挨
　
拶

宮　
　

司　
　

宮
　
西
　
修
　
治

　

畏
れ
多
く
も　

天
皇
陛
下
に
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
を
以
て
皇
太
子
殿
下
に
御
位
を
譲
ら
れ
、
こ
こ
に
二
百
年
ぶ
り

と
な
る
御
譲
位
が
行
わ
れ
、
五
月
一
日
を
以
て　

新
帝
陛
下
が
剣
璽
を
承
け
継
い
で
践
祚
、
元
号
も
「
令
和
」
と
改
め
ら
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
慶
び
申
上
げ
ま
す
。

　

御
即
位
に
関
わ
る
一
連
の
儀
式
を
「
御
大
礼
」
と
称
し
、
そ
の
儀
式
は
お
よ
そ

一
、「
譲
位
」
…
皇
位
を
皇
太
子
殿
下
に
お
譲
り
に
な
る
儀
式
。

二
、「
践
祚
」
…
三
種
の
神
器
の
う
ち
剣
と
玉
、
ま
た　

天
皇
の
御
印
で
あ
る
御
璽
、
日
本
国
の
印
で
あ
る
国
璽
等
を
継
承
し
て

皇
位
に
つ
か
れ
る
儀
式
。

三
、「
即
位
」
…
御
即
位
を
皇
祖
天
照
大
御
神
は
じ
め
御
歴
代　

天
皇
と
皇
族
、
天
つ
神
国
つ
神
八
百
万
の
神
に
御
奉
告
後
、
国

内
外
に
宣
明
す
る
儀
式
。

四
、「
大
嘗
祭
」
…
即
位
後
初
め
て
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
。

か
ら
成
り
ま
す
。
中
で
も
「
大
嘗
祭
」
は
御
一
代
一
度
の
最
重
儀
で
あ
り
、
皇
居
の
東
御
苑
に
大
嘗
宮
と
い
う
古
代
さ
な
が
ら
の
宮

殿
を
建
て
、「
悠
紀
田
」「
主
基
田
」（「
亀
卜
」
と
い
っ
て
、
海
亀
の
甲
羅
を
焼
き
、
そ
の
ヒ
ビ
の
入
り
具
合
で
東
西
二
地
方
の
斎
田

を
占
う
。
今
回
は
悠
紀
が
栃
木
県
、
主
基
が
京
都
府
と
決
ま
っ
た
）
で
収
穫
さ
れ
た
お
米
を
始
め
と
し
た
神
饌
を　

天
皇
陛
下

御
自
ら
皇
祖
天
照
大
御
神
を
始
め
と
し
た
神
々
に
お
供
え
し
、
ま
た
御
自
身
も
お
召
し
上
が
り
に
な
る
、
い
わ
ば
神
人
共
食
の
御

儀
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
大
嘗
祭
は
古
来
十
一
月
の
第
二
も
し
く
は
第
三
の
卯
の
日
に
執
り
行
わ
れ
る
倣
い
で
、
今
回
は
第
二
の

卯
の
日
で
あ
る
十
一
月
十
四
日
と
な
り
、
こ
の
大
嘗
祭
を
以
て
即
位
に
関
わ
る
一
連
の
儀
式
が
終
了
し
ま
す
。
皇
居
鎮
守
社
の
宮
司

と
し
て
、
全
て
の
儀
式
が
つ
つ
が
な
く
斎
行
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
六
月
七
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
伝
統
の
山
王
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
令
和
と
い
う
新
し
い
御
代
の
初
め
て
の
山
王
祭
で

す
。
令
和
は
万
葉
集
巻
五
の
序
文
「
時
に
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ぎ
、
梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
き
蘭
は
珮
後
の
香
を

薫
ら
す
」
か
ら
引
用
さ
れ
て
お
り
、
史
上
初
め
て
の
、
漢
籍
に
よ
ら
な
い
国
書
由
来
の
元
号
で
す
。
令
と
い
う
字
に
は
「
立
派
で

あ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
御
令
嬢
」「
御
令
息
」
の
よ
う
な
尊
称
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
る
大
御
代
の
、
初
め
て
の
山
王
祭
に
足
を
運
ぶ
方
々
の
一
人
で
も
多
く
に
、
令
和
と
い
う
美
し
い
元
号
に
ふ
さ
わ
し
い

祭
を
ご
覧
頂
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
令
和
と
い
う
時
代
が
氏
子
御
崇
敬
の
皆
様
に
と
っ
て
、
希
望
に
満
ち
た
、
素
晴
ら
し
い
時
代
に
な
る
こ
と
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
上
げ
ま
す
。

　
　
六
月

	

七　

日（
金
）	

十
一
時

	
	

末
社
八
坂
神
社
例
祭

	

八　

日（
土
）	

十
時

	
	

境
内
茶
園
並
狭
山
新
茶
奉
納
奉
告
祭

	

　

同	

十
六
時
半

	
	

第
三
十
回
奉
納
剣
道
大
会
奉
告
祭

	

九　

日（
日
）	

正
午
・
十
三
時
・
十
四
時

	
	

稚
児
行
列

	

十　

日（
月
）	

十
一
時

	
	

表
千
家
家
元
献
茶
式

	

十
三
日（
木
）	

十
一
時

	
	

摂
社
祭

	

　

同	

十
八
時

	
	

献
灯
祭

	

十
四
日（
金
）	

十
八
時

	
	

献
灯
祭

	

十
五
日（
土
）	

十
一
時

	
	

例
祭

	

　

同	

十
八
時

	
	

献
灯
祭

	

十
六
日（
日
）	

十
一
時

	
	

煎
茶
礼
道
日
泉
流
献
茶
式

	

　

同	

十
三
時

	
	

山
王
嘉
祥
祭

	

十
七
日（
月
）	

十
時

	
	

裏
千
家
家
元
献
茶
式

	

十
三
日（
木
）

	
	

山
王
音
頭
と
民
踊
大
会

	

十
五
日（
土
）

令
和
元
年  

山
王
祭  

行
事
日
程

〜
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平
成
最
後
と
な
る
年
明
け
の
武
道
館

で
開
催
さ
れ
た
『
全
日
本
書
初
め
大
会
』

に
三
千
名
の
皆
様
と
共
に
出
席
し
、
万
葉

集
の
『
石
ば
し
る
垂
水
の
上
の
さ
わ
ら
び

の
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も
』　

（
志
貴
皇
子
）　

を
席
書
い
た
し
ま
し
た
。

　

若
葉
も
ま
ぶ
し
い
五
月
、
令
和
元
年
の

幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

	

『
令
和
』
の
典
拠
は
、
万
葉
集
の
「
梅
花

の
歌
三
十
二
首
」
の
序
文
に
あ
る
「
初
春

の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぎ
、
梅

は
鏡
前
の
粉
を
披
き
、
蘭
は
珮
後
の
香
を

薫
ら
す
」
の
文
言
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の

と
い
う
こ
と
で
、
大
宰
府
の
長
官
で
あ
っ

た
大
伴
旅
人
が
、
友
人
ら
を
招
い
て
、
梅

花
を
詠
ん
だ
情
景
が
美
し
く
甦
り
ま
す
。

自
然
の
中
で
、
し
み
じ
み
と
人
々
と
心
を

通
わ
せ
る
喜
び
は
、
日
本
の
文
化
と
し
て

今
日
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

す
。

　

万
葉
集
は
、
千
二
百
年
あ
ま
り
前
に
編

纂
さ
れ
た
我
が
国
最
古
の
歌
集
で
、
天
皇

か
ら
防
人
、
農
民
と
幅
広
い
層
の
人
々
が

詠
ん
だ
歌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
豊
か
な

国
民
文
化
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
で
、
国

民
が
心
ひ
と
つ
と
な
っ
て
新
時
代
の
幕
開

け
を
こ
ぞ
っ
て
祝
福
す
る
に
相
応
し
い
も

の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

六
四
五
年
の「
大
化
」以
降
、
二
四
八
番
目

と
な
る
新
元
号
は
、
日
本
文
化
と
国
柄
の

素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信
す
る
の
に
ふ

さ
わ
し
く
、
総
理
は
談
話
で
“
人
々
が
心

を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
”
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
西
暦
へ
の

移
行
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
っ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
新
元
号
発
表

に
全
国
津
々
浦
々
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

歓
び
沸
く
光
景
を
み
る
と
、
元
号
と
と
も

に
あ
る
日
本
の
歳
月
の
歩
み
や
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
幸
せ
を
再

認
識
し
た
出
来
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

書
店
で
は
万
葉
集
の
コ
ー
ナ
ー
が
増
設

さ
れ
、
平
成
生
ま
れ
の
若
者
が
平
成
の
う

ち
に
結
婚
を
と
「
駆
け
込
み
婚
」
も
増
え

た
と
聞
き
ま
す
。

	

『
令
和
』
の
時
代
も
、
平
和
で
穏
や
か
な

日
常
が
続
く
よ
う
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

本
年
二
月
の
「
天
皇
陛
下
御
在
位
三
十

年
記
念
式
典
」で
皇
后
陛
下
御
作
曲
の「
お

も
ひ
子
」
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
外
へ
の
ご
公
務
の
際
に
は
、
小
さ
な

宮
様
方
が
寂
し
が
ら
れ
な
い
よ
う
に
と

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
子
守
唄
を
吹
き
込

ま
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
あ
る
よ

う
に
、
皇
后
陛
下
は
子
守
歌
を
と
て
も
大

切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

	

「
お
も
ひ
子
」
は
、
大
正
時
代
の
詩
人
・

宮
崎
湖
処
子
の
詩
を
若
き
妃
殿
下
が
浩
宮

さ
ま
の
枕
辺
で
節
を
つ
け
て
口
ず
さ
ま
れ

て
い
た
の
を
天
皇
陛
下
の
お
す
す
め
で
、

子
守
歌
と
し
て
形
を
整
え
ら
れ
た
も
の
と

の
こ
と
で
す
。

　

慈
愛
あ
ふ
れ
る
祈
り
の
唄
の
美
し
さ
に

心
が
震
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浩
宮
様
ご
誕
生
の
際
の
御
歌
で

は
、「
あ
づ
か
れ
る　

宝
に
も
似
て　

あ

る
と
き
は　

吾
子
な
が
ら
か
ひ
な　

畏
れ

つ
つ
抱
く
」
と
詠
ま
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

万
葉
集
で
有
名
な
山
上
憶
良
も
、
子
を

思
う
歌
を
数
多
く
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
“
銀

し
ろ
か
ねも

金
く
が
ね

も
玉
も
何
せ
む
に
ま
さ
れ
る

宝
子
に
し
か
め
や
も
”

　

い
つ
の
時
代
も
子
供
は
宝
で
あ
り
、
輝

く
希
望
の
象
徴
で
す
。

　

私
は
三
児
の
子
育
て
中
、
数
多
く
の

子
守
歌
に
励
ま
さ
れ
た
日
々
が
あ
り
ま
し

た
。
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
歌
心
を
大

切
に
し
、
子
守
歌
の
心
が
広
が
る
よ
う
音

楽
の
教
科
書
に
子
守
歌
が
載
る
よ
う
に
提

言
し
た
り
、
子
守
歌
を
守
る
活
動
を
皆
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

世
の
中
が
忙
し
く
心
に
も
余
裕
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
昨
今
、
見

え
な
い
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
大
人
も
子
供
も

翻
弄
さ
れ
傷
つ
い
て
い
く
よ
う
な
中
だ
か

ら
こ
そ
、
父
性
、
母
性
豊
か
な
令
和
の
時

代
を
創
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

外
務
省
は
、
令
和
の
英
訳
を
「
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル　

ハ
ー
モ
ニ
ー
」
と
発
表
し
ま

し
た
。
数
千
年
後
に
も
子
を
思
う
歌
が
多

く
の
人
々
に
歌
わ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
。

おもひ子
（皇后陛下 御作曲、宮崎湖処子 詩）

いづれの星かわが庭に

落
おち

ちてわ子とはなりにけむ

汝
な

が愛らしき面
おもて

には

天
あま

つひかりの輝けり

いかなる書
ふみ

のかけりとも

徴
しるし

ありともわかねども

汝
な

が顔ばかりいつ見ても

いつまで見ても飽たらず

世のうさゆえに昼となく

夜となくくもる我が胸も

ひかる汝
な

が目に見られては

はれて嬉しくなりぬなり

参
議
院
議
員

山
谷
え
り
子

特
別
寄
稿
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　青
梅
住
吉
神
社
祭
礼
で
、
比
較
的
古
く

江
戸
型
の
鉾
山
車
を
所
有
し
た
の
は
、
青

梅
街
道
筋
の
五
町
で
し
た
。
江
戸
か
ら

十
二
里
の
青
梅
村
、
そ
の
中
心
で
慶
長

（
一
六
二
〇
年
代
）
以
来
二
七
の
六
斎
市

の
立
つ
「
市
場
三
町
（
六
丁
）」
の
一
町

が
仲
町
で
す
。

　古
雅
な
顔
立
ち
で
、
武
人
系
の
他
の

四
町
の
人
形
の
中
で
は
、
き
わ
だ
っ
て
愁

い
あ
る
涼
し
げ
な
目
元
で
朱し

ゆ

唇し
ん

の
美
形
の

立
姿
は
、
能
楽
の
舞
の
「
大
左
右
」
と
い

う
型
で
、
優
美
に
動
き
あ
る
姿
で
す
。
付

属
し
た
か
つ
て
の
山
車
の
意
匠
に
あ
る
若

松
・
岡
・
飛
鶴
か
ら
連
想
し
て
、
鎌
倉
鶴

岡
八
幡
宮
神
前
で
の
静
の
法
楽
（
奉
納
）

の
舞
と
思
わ
れ
ま
す
。

　洗
練
さ
れ
た
芸
能
の
能
楽
の
動
き
を
う

つ
し
た
人
形
で
す
か
ら
、
衣
裳
が
人
形
で

あ
る
た
め
に
派
手
や
か
に
す
ぎ
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
も
基
本
的
に
能
装
束
的
で
あ
る

点
で
、
一
種
の
落
ち
着
い
た
品
格
を
印
象

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
髪
は
垂
髪
を

背
で
元
結
結
び
、
横よ

こ

皺さ
び

の
金
の
立
烏
帽
子

に
紫
の
掛
緒
。
襟
は
白
三
枚
重
ね
、
小
袖

は
白
綸り

ん

子ず

、
袖
口
は
赤
と
比ひ

翼よ
く

仕
立
て
、

表
着
は
白
地
に
こ
ま
か
い
上
品
な
宝
相
華

唐
草
文
金
襴
の
舞
衣
（
長
絹
）
を
、
黒
の

三
巴
紋
刺
繍
の
腰
帯
で
着
付
け
ま
す
。
女

性
の
袴
は
能
で
は
赤
い
大
口
袴
が
通
常
で

す
が
、
こ
れ
は
朱
地
に
大
柄
な
蔓つ

る

牡ぼ

丹た
ん

文
の
半は

ん

切ぎ
り

袴
（
模
様
の
あ
る
大
口
袴
）
で

す
。
古
い
袴
は
銀
襴
で
黒
変
し
て
い
ま
す

が
、
復
元
模
造
の
袴
は
プ
ラ
チ
ナ
銀
な
の

か
、
黒
変
し
て
い
ま
せ
ん
。
半
切
や
大
口

は
後
腰
を
張
ら
せ
る
袴
で
、
仲
町
の
古
い

半
切
に
は
畳
表
を
入
れ
て
い
ま
す
。
後
腰

が
大
き
く
張
る
の
で
人
形
が
安
定
し
た
立

姿
に
な
る
の
で
す
。
祭
礼
の
日
に
は
、
保

存
さ
れ
て
い
る
古
い
半
切
袴
や
舞
衣
（
長

絹
）
は
会
所
（
人
形
場
）
に
飾
ら
れ
ま
す
。

　そ
し
て
、
背
に
黒
漆
の
串
の
金
幣
を
背

負
い
、
右
手
に
黒
骨
の
金
地
若
松
図
の
中

ち
ゆ
う

啓け
い

（
先
の
ひ
ら
い
た
扇
）
を
、
左
手
は
袖

を
つ
く
ろ
い
構
え
ま
す
。
腰
に
、
黒
漆
研と

ぎ

出だ
し

鮫ざ
め

に
腰
帯
と
同
じ
三
つ
巴
紋
の
目
貫
、

金
の
唐か

ら

鍔つ
ば

に
塵
地
鞘
の
豪
華
な
飾
り
太
刀

（
本
来
は
白し

ら
び
よ
う
し

拍
子
な
ど
の
使
用
は
で
き
な

い
公
家
の
束
帯
の
所
用
）
を
、紫
の
緒
（
後

補
）
で
、
鷗か

も
め
じ
り尻（
鞘
の
先
を
高
く
）
に
佩

か
せ
る
の
で
、
静
御
前
と
い
う
女
性
に
一

種
の
男
ら
し
さ
も
演
出
で
き
ま
す
。

　本
来
、
静
の
よ
う
な
白
拍
子
と
い
う
芸

能
は
、
男
舞
で
あ
っ
て
少
年
の
服
装
な
の

で
、
水す

い

干か
ん
（
狩
衣
に
菊き

く

綴と
じ

と
い
う
飾
り
緒

を
つ
け
る
）に
、立
烏
帽
子
、腰
に
鞘さ

や

巻ま
き（
腰

刀
）
を
つ
け
、緋
の
長
袴
姿
（「
平
家
物
語
」

な
ど
）
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
人
形
で

は
随
分
変
更
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　さ
て
、
仲
町
の
静
人
形
は
栃
木
県

栃
木
市
倭
町
三
丁
目
が
、
明
治
七
年

（
一
八
七
五
）、
江
戸
山
王
権
現
祭
礼

町
、
九
番
の
日
本
橋
伊
勢
町
・
本
小
田
原

町
・
瀬
戸
物
町
よ
り
購
入
の
「
嘉
永
元

（
一
八
四
八
）申
年
六
月
吉
日
」「
新
造
」「
松

雲
斎
徳
山
作
」（「
静
人
形
御
頭
入
」
箱
の

さ
し
蓋
の
表
裏
、
底
板
墨
書
銘
）
の
静
人

形
と
同
作
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
倭
町

の
山
車
、
人
形
共
に
修
理
、
改
造
を
重
ね

ま
す
が
、
比
較
し
て
肯
定
で
き
る
説
で
す
。

　日
本
橋
三
町
旧
在
の
そ
の
旧
態
は
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
五
月
、
文
正
堂
小

林
泰
次
郎
版
、
大
判
錦
絵
の
歌う

た

川が
わ

芳よ
し

藤ふ
じ

の

立た
て

版ば
ん

古こ

（
組
み
立
て
絵
）
に
、
ま
た
同
じ

く
歌
川
芳
藤
画
の
大
判
三
枚
続
錦
絵
、
慶

応
四
年（
一
八
六
八
）七
月
、大
貞
版
の「
東

都
日
枝
大
神
祭
礼
練
込
之
図
」
に
詳
し
く

描
か
れ
ま
す
。
芳
藤
は
、
お
も
ち
ゃ
絵
の

各
町
山
車
の
組
み
立
て
絵
を
よ
く
描
く
の

で
、
そ
の
要
所
に
は
信
ず
べ
き
も
の
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
二
枚
の
錦
絵
は
、
山
王
祭
礼
九

番
の
、
嘉
永
元
年
か
ら
明
治
七
年
ま
で
の

日
本
橋
三
町
所
有
の
山
車
人
形
の
様
子
を

描
く
と
思
い
ま
す
。
静
の
立
烏
帽
子
狩
衣

の
舞
姿
、
朱
の
組
高
欄
、
高
欄
四
隅
の
金

幣
、
二
層
目
の
連
続
文
の
飛
雲
に
飛
鶴
の

胴
幕
、
一
層
目
欄
間
の
稚ち

子ご

頭が
し
ら

型
、
胴

幕
の
若
松
、
框
側
面
の
亀
甲
か
蜀
紅
文
の

平
彫
、
囃
子
座
の
一
文
字
幕
の
三
つ
巴
紋

な
ど
主
要
部
分
が
栃
木
市
倭
町
の
山
車
と

一
致
し
ま
す
。
栃
木
市
倭
町
の
静
人
形
山

車
付
属
の
平
箱
（
被

か
ぶ
せ

蓋ぶ
た

造づ
く
り）

蓋
に
は
「
九

番
御
祭
禮

　水
引
二
張
（
一・
二
層
の
二

組
の
幕
）
　人
形
衣
裳

　伊
勢
町

　本
小

田
原
町

　瀬
戸
物
町
」
と
墨
書
が
あ
る
の

も
貴
重
で
す
。
栃
木
の
明
治
七
年
以
前
移

譲
（
明
治
七
年
四
月
刊
「
栃
木
新
誌

　三

号
」
所
収
『
栃
木
雑
報
』
御
祭
日
祝
辰
の

景
況
）
ま
で
日
本
橋
に
所
有
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　一
方
、
青
梅
仲
町
は
、
天
保
一
一
年

（
一
八
四
〇
）「
花
火
火
事
」、
安
政
四
年

日
本
風
俗
史
学
会
々
員

齋

藤

慎

一

青
梅
住
吉
祭
礼
の

　
　
　人
形
と
山
車

│ 

仲
町
静
人
形
の
山
車 

│

（
一
八
五
七
）「
若
狭
屋
火
事
」、
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）「
豆
腐
屋
火
事
」
と
全

町
罹
災
し
て
資
料
に
乏
し
い
の
で
す
が
、

わ
ず
か
に
山
車
付
属
の
長
持
に
「
明
治
五

壬
申（
一
八
七
二
）歳

　仲
両
街
」の
墨
書
、

ま
た
静
人
形
の
元
来
の
山
車
（
現
青
梅
大

柳
町
所
有
）
の
框
飾
板
（
台
輪
）
に
所
有

町
の
町
名
「
仲
両
」
を
角
文
字
で
連
続
文

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
年
新

造
の
仲
町
の
山
車
も
、
框
に
町
名
「
仲
町
」

を
意
匠
し
て
い
る
点
、
注
目
す
べ
き
で
す
。

　一
方
、
江
戸
の
外
神
田
に
明
治
五
年
代

ま
で
仲
町
が
あ
る
の
で
す
が
、
一・
二・
三

丁
目
ま
で
で
あ
っ
て
、
両
街
に
あ
た
る
二

丁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
ら
の
青
梅
仲

町
は
、
二
丁
目
で
仲
両
町
ま
た
は
仲
両
街

と
称
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
日
本
橋
の
伊

勢
町
等
三
町
の
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、

こ
の
山
車
と
人
形
は
青
梅
仲
両
町
で
制
作

の
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　青
梅
仲
町
は
、
御ご

判は
ん

町
と
も
い
い
、
青

梅
村
の
高
札
場
も
あ
っ
た
中
心
街
で
、

料
亭
若
狭
屋
、
呉
服
太
物
の
升ま

す

屋や

、
名

主
・
村
役
人
の
家
も
あ
り
、
す
で
に
延
宝

（
一
七
五
〇
年
代
）
頃
の
祭
礼
に
は
江
戸

の
町
内
と
同
じ
く
一
丁
目
東
境
に
「
住
吉

大
明
神
」、二
丁
目
は「
真ま

須す

美み

乃の

叡え

大
神
」

と
大
幟
が
一
対
ず
つ
立
ち
ま
し
た
。
遊
芸

の
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

御ご

判は
ん

町
と
も
い
い
、
青

大
明
神
」、二
丁
目
は「
真
須
美
乃
叡
大
神
」

と
大
幟
が
一
対
ず
つ
立
ち
ま
し
た
。
遊
芸仲町「静御前」鉾山車（合成イメージ）仲町会所（人形場）に飾られた「静御前」人形の古い半切袴と舞衣（長絹）

仲町「静御前」人形。框は輪違い花菱。格狭間には鼓の皮と調べの緒を図案化。
明治五年代、松雲斎徳山作と推定する。二層目の四方幕は、飛鶴と雲が各面で円にまとまる
構図で山王祭九番山車のような連続文ではない。
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　青
梅
住
吉
神
社
祭
礼
で
、
比
較
的
古
く

江
戸
型
の
鉾
山
車
を
所
有
し
た
の
は
、
青

梅
街
道
筋
の
五
町
で
し
た
。
江
戸
か
ら

十
二
里
の
青
梅
村
、
そ
の
中
心
で
慶
長

（
一
六
二
〇
年
代
）
以
来
二
七
の
六
斎
市

の
立
つ
「
市
場
三
町
（
六
丁
）」
の
一
町

が
仲
町
で
す
。

　古
雅
な
顔
立
ち
で
、
武
人
系
の
他
の

四
町
の
人
形
の
中
で
は
、
き
わ
だ
っ
て
愁

い
あ
る
涼
し
げ
な
目
元
で
朱し

ゆ

唇し
ん

の
美
形
の

立
姿
は
、
能
楽
の
舞
の
「
大
左
右
」
と
い

う
型
で
、
優
美
に
動
き
あ
る
姿
で
す
。
付

属
し
た
か
つ
て
の
山
車
の
意
匠
に
あ
る
若

松
・
岡
・
飛
鶴
か
ら
連
想
し
て
、
鎌
倉
鶴

岡
八
幡
宮
神
前
で
の
静
の
法
楽
（
奉
納
）

の
舞
と
思
わ
れ
ま
す
。

　洗
練
さ
れ
た
芸
能
の
能
楽
の
動
き
を
う

つ
し
た
人
形
で
す
か
ら
、
衣
裳
が
人
形
で

あ
る
た
め
に
派
手
や
か
に
す
ぎ
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
も
基
本
的
に
能
装
束
的
で
あ
る

点
で
、
一
種
の
落
ち
着
い
た
品
格
を
印
象

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
髪
は
垂
髪
を

背
で
元
結
結
び
、
横よ

こ

皺さ
び

の
金
の
立
烏
帽
子

に
紫
の
掛
緒
。
襟
は
白
三
枚
重
ね
、
小
袖

は
白
綸り

ん

子ず

、
袖
口
は
赤
と
比ひ

翼よ
く

仕
立
て
、

表
着
は
白
地
に
こ
ま
か
い
上
品
な
宝
相
華

唐
草
文
金
襴
の
舞
衣
（
長
絹
）
を
、
黒
の

三
巴
紋
刺
繍
の
腰
帯
で
着
付
け
ま
す
。
女

性
の
袴
は
能
で
は
赤
い
大
口
袴
が
通
常
で

す
が
、
こ
れ
は
朱
地
に
大
柄
な
蔓つ

る

牡ぼ

丹た
ん

文
の
半は

ん

切ぎ
り

袴
（
模
様
の
あ
る
大
口
袴
）
で

す
。
古
い
袴
は
銀
襴
で
黒
変
し
て
い
ま
す

が
、
復
元
模
造
の
袴
は
プ
ラ
チ
ナ
銀
な
の

か
、
黒
変
し
て
い
ま
せ
ん
。
半
切
や
大
口

は
後
腰
を
張
ら
せ
る
袴
で
、
仲
町
の
古
い

半
切
に
は
畳
表
を
入
れ
て
い
ま
す
。
後
腰

が
大
き
く
張
る
の
で
人
形
が
安
定
し
た
立

姿
に
な
る
の
で
す
。
祭
礼
の
日
に
は
、
保

存
さ
れ
て
い
る
古
い
半
切
袴
や
舞
衣
（
長

絹
）
は
会
所
（
人
形
場
）
に
飾
ら
れ
ま
す
。

　そ
し
て
、
背
に
黒
漆
の
串
の
金
幣
を
背

負
い
、
右
手
に
黒
骨
の
金
地
若
松
図
の
中

ち
ゆ
う

啓け
い

（
先
の
ひ
ら
い
た
扇
）
を
、
左
手
は
袖

を
つ
く
ろ
い
構
え
ま
す
。
腰
に
、
黒
漆
研と

ぎ

出だ
し

鮫ざ
め

に
腰
帯
と
同
じ
三
つ
巴
紋
の
目
貫
、

金
の
唐か

ら

鍔つ
ば

に
塵
地
鞘
の
豪
華
な
飾
り
太
刀

（
本
来
は
白し

ら
び
よ
う
し

拍
子
な
ど
の
使
用
は
で
き
な

い
公
家
の
束
帯
の
所
用
）
を
、紫
の
緒
（
後

補
）
で
、
鷗か

も
め
じ
り尻（

鞘
の
先
を
高
く
）
に
佩

か
せ
る
の
で
、
静
御
前
と
い
う
女
性
に
一

種
の
男
ら
し
さ
も
演
出
で
き
ま
す
。

　本
来
、
静
の
よ
う
な
白
拍
子
と
い
う
芸

能
は
、
男
舞
で
あ
っ
て
少
年
の
服
装
な
の

で
、
水す

い

干か
ん

（
狩
衣
に
菊き

く

綴と
じ

と
い
う
飾
り
緒

を
つ
け
る
）に
、立
烏
帽
子
、腰
に
鞘さ

や

巻ま
き（

腰

刀
）
を
つ
け
、緋
の
長
袴
姿
（「
平
家
物
語
」

な
ど
）
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
人
形
で

は
随
分
変
更
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　さ
て
、
仲
町
の
静
人
形
は
栃
木
県

栃
木
市
倭
町
三
丁
目
が
、
明
治
七
年

（
一
八
七
五
）、
江
戸
山
王
権
現
祭
礼

町
、
九
番
の
日
本
橋
伊
勢
町
・
本
小
田
原

町
・
瀬
戸
物
町
よ
り
購
入
の
「
嘉
永
元

（
一
八
四
八
）申
年
六
月
吉
日
」「
新
造
」「
松

雲
斎
徳
山
作
」（「
静
人
形
御
頭
入
」
箱
の

さ
し
蓋
の
表
裏
、
底
板
墨
書
銘
）
の
静
人

形
と
同
作
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
倭
町

の
山
車
、
人
形
共
に
修
理
、
改
造
を
重
ね

ま
す
が
、
比
較
し
て
肯
定
で
き
る
説
で
す
。

　日
本
橋
三
町
旧
在
の
そ
の
旧
態
は
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
五
月
、
文
正
堂
小

林
泰
次
郎
版
、
大
判
錦
絵
の
歌う

た

川が
わ

芳よ
し

藤ふ
じ

の

立た
て

版ば
ん

古こ

（
組
み
立
て
絵
）
に
、
ま
た
同
じ

く
歌
川
芳
藤
画
の
大
判
三
枚
続
錦
絵
、
慶

応
四
年（
一
八
六
八
）七
月
、大
貞
版
の「
東

都
日
枝
大
神
祭
礼
練
込
之
図
」
に
詳
し
く

描
か
れ
ま
す
。
芳
藤
は
、
お
も
ち
ゃ
絵
の

各
町
山
車
の
組
み
立
て
絵
を
よ
く
描
く
の

で
、
そ
の
要
所
に
は
信
ず
べ
き
も
の
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
二
枚
の
錦
絵
は
、
山
王
祭
礼
九

番
の
、
嘉
永
元
年
か
ら
明
治
七
年
ま
で
の

日
本
橋
三
町
所
有
の
山
車
人
形
の
様
子
を

描
く
と
思
い
ま
す
。
静
の
立
烏
帽
子
狩
衣

の
舞
姿
、
朱
の
組
高
欄
、
高
欄
四
隅
の
金

幣
、
二
層
目
の
連
続
文
の
飛
雲
に
飛
鶴
の

胴
幕
、
一
層
目
欄
間
の
稚ち

子ご

頭が
し
ら

型
、
胴

幕
の
若
松
、
框
側
面
の
亀
甲
か
蜀
紅
文
の

平
彫
、
囃
子
座
の
一
文
字
幕
の
三
つ
巴
紋

な
ど
主
要
部
分
が
栃
木
市
倭
町
の
山
車
と

一
致
し
ま
す
。
栃
木
市
倭
町
の
静
人
形
山

車
付
属
の
平
箱
（
被

か
ぶ
せ

蓋ぶ
た

造づ
く
り）
蓋
に
は
「
九

番
御
祭
禮

　水
引
二
張
（
一・
二
層
の
二

組
の
幕
）

　人
形
衣
裳

　伊
勢
町

　本
小

田
原
町

　瀬
戸
物
町
」
と
墨
書
が
あ
る
の

も
貴
重
で
す
。
栃
木
の
明
治
七
年
以
前
移

譲
（
明
治
七
年
四
月
刊
「
栃
木
新
誌

　三

号
」
所
収
『
栃
木
雑
報
』
御
祭
日
祝
辰
の

景
況
）
ま
で
日
本
橋
に
所
有
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　一
方
、
青
梅
仲
町
は
、
天
保
一
一
年

（
一
八
四
〇
）「
花
火
火
事
」、
安
政
四
年

日
本
風
俗
史
学
会
々
員

齋

藤

慎

一

青
梅
住
吉
祭
礼
の

　
　
　人
形
と
山
車

│ 

仲
町
静
人
形
の
山
車 

│

（
一
八
五
七
）「
若
狭
屋
火
事
」、
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）「
豆
腐
屋
火
事
」
と
全

町
罹
災
し
て
資
料
に
乏
し
い
の
で
す
が
、

わ
ず
か
に
山
車
付
属
の
長
持
に
「
明
治
五

壬
申（
一
八
七
二
）歳

　仲
両
街
」の
墨
書
、

ま
た
静
人
形
の
元
来
の
山
車
（
現
青
梅
大

柳
町
所
有
）
の
框
飾
板
（
台
輪
）
に
所
有

町
の
町
名
「
仲
両
」
を
角
文
字
で
連
続
文

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
年
新

造
の
仲
町
の
山
車
も
、
框
に
町
名
「
仲
町
」

を
意
匠
し
て
い
る
点
、
注
目
す
べ
き
で
す
。

　一
方
、
江
戸
の
外
神
田
に
明
治
五
年
代

ま
で
仲
町
が
あ
る
の
で
す
が
、
一・
二・
三

丁
目
ま
で
で
あ
っ
て
、
両
街
に
あ
た
る
二

丁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
ら
の
青
梅
仲

町
は
、
二
丁
目
で
仲
両
町
ま
た
は
仲
両
街

と
称
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
日
本
橋
の
伊

勢
町
等
三
町
の
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、

こ
の
山
車
と
人
形
は
青
梅
仲
両
町
で
制
作

の
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　青
梅
仲
町
は
、
御ご

判は
ん

町
と
も
い
い
、
青

梅
村
の
高
札
場
も
あ
っ
た
中
心
街
で
、

料
亭
若
狭
屋
、
呉
服
太
物
の
升ま

す

屋や

、
名

主
・
村
役
人
の
家
も
あ
り
、
す
で
に
延
宝

（
一
七
五
〇
年
代
）
頃
の
祭
礼
に
は
江
戸

の
町
内
と
同
じ
く
一
丁
目
東
境
に
「
住
吉

大
明
神
」、二
丁
目
は「
真ま

須す

美み

乃の

叡え

大
神
」

と
大
幟
が
一
対
ず
つ
立
ち
ま
し
た
。
遊
芸

の
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

御ご

判は
ん

町
と
も
い
い
、
青

大
明
神
」、二
丁
目
は「
真
須
美
乃
叡
大
神
」

と
大
幟
が
一
対
ず
つ
立
ち
ま
し
た
。
遊
芸仲町「静御前」鉾山車（合成イメージ）仲町会所（人形場）に飾られた「静御前」人形の古い半切袴と舞衣（長絹）

仲町「静御前」人形。框は輪違い花菱。格狭間には鼓の皮と調べの緒を図案化。
明治五年代、松雲斎徳山作と推定する。二層目の四方幕は、飛鶴と雲が各面で円にまとまる
構図で山王祭九番山車のような連続文ではない。
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趣
味
も
盛
ん
で
、
俗
に
「
仲
町
長
唄
」
な

ど
と
い
い
ま
し
た
。
芸
事
の
祖
と
い
う
静

御
前
の
人
形
に
ふ
さ
わ
し
い
富
裕
な
町
内

で
し
た
。

　人
形
の
容
貌
も
、
大
人
び
た
美
し
さ
、

能
楽
の
装
束
の
応
用
、
舞
の
型
の
正
確
な

造
型
な
ど
、
松
雲
斎
米
久
保
徳
山
の
嘉
永

を
下
っ
た
年
代
の
作
で
、
仲
町
の
山
車
付

属
長
持
の
墨
書
か
ら
明
治
五
年
の
頃
の
制

作
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　頭
や
手
足
の
胡
粉
、
彩
色
は
当
初
の
ま

ま
、
古
装
束
は
保
存
、
忠
実
な
復
原
模
造

品
で
正
確
な
着
付
な
ど
、
町
内
の
人
々
の

文
化
財
保
護
へ
の
努
力
に
敬
服
し
ま
す
。

　畏
友
の
山
瀬
一
男
氏
よ
り
の
学
恩
、
ま

た
八
王
子
の
山
下
泰
司
氏
、
青
梅
の
同
学

の
友
、
小
林
一
博
氏
、
村
野
公
一
氏
の
資

料
提
供
に
感
謝
し
ま
す
。
な
お
、
整
稿
、

編
集
は
「
青
梅
市
の
山
車
」
の
好
著
も
あ

る
久
保
田
幸
司
氏
の
奔
走
で
す
。

　お
も
ち
ゃ
絵
の
芳
藤
描
く
山
王
祭
の
悼

尾
の
名
作
、
三
枚
続
「
東
都
日
枝
大
神
祭

禮
練
込
之
図
」
等
に
つ
い
て
も
後
日
詳
説

す
る
折
を
得
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「東都日枝大神祭礼練込之図（部分）」 歌川芳藤画（慶応4年7月改印）　山王祭九番静人形山車

山王祭九番「伊勢町・本小田原町・瀬戸物町」の静人形鉾山車の立版古（組み立て絵）　歌川芳藤画（文久2年5月改印）栃木市倭町三丁目の静人形の山車現状
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㈱
小
松
ス
ト
ア
ー

代
表
取
締
役

小
坂
　
敬

㈱
新
橋
玉
木
屋

代
表
取
締
役

田
巻
章
子

や
す
幸

松
井
俊
樹

石
原
　
壽

㈱
銀
座
ナ
イ
ン

代
表
取
締
役

社

長

柴
田
孝
則

㈱
銀
座
木
村
家

代
表
取
締
役

木
村
美
貴
子 3口3口2口 3口

京

橋

京

橋

八
重
洲
・
日
本
橋

八
重
洲
・
日
本
橋

崇
敬
者
（
氏
子
外
）

崇
敬
者
（
氏
子
外
）

銀

座

新

橋

銀

座

新

橋

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

㈱
ぬ
利
彦

代
表
取
締
役

社

長

中
澤
彦
七

㈶
答
礼
会

理
事
長
代
行

今
出
川
英
大

理
事
長
代
行

石
川
　
英

マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
㈱

松

本

　

大

永
田
町
・
霞
ヶ
関

平

河

町

永
田
町
・
霞
ヶ
関

平

河

町

山
王
む
ら
さ
き
会

山
の
茶
屋

遠

藤

恒

夫

㈱
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル 

東
急

総

支

配

人

末
吉
孝
弘

㈱
ア
ル
フ
ァ
ビ
デ
オ

代
表
取
締
役

青
山
裕
生

日
枝
神
社
四
葉
会

㈱
食
文
化
総
研

レ
ス
ト
ラ
ン
黒
澤
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

社

長

丸

　

總

子

麹
町
・
紀
尾
井
町

麹
町
・
紀
尾
井
町

㈱
ジ
ャ
パ
ン
グ
レ
ー
ラ
イ
ン

代
表
取
締
役

眞
下
慶
一
郎

弁
護
士
法
人 

一
番
町
綜
合
法
律
事
務
所

代

表

社

員

神
﨑
浩
昭

㈱
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
タ
ニ

代
表
取
締
役

社

長

大
谷
和
彦

㈱
ジ
ョ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

堀
切
健
司

㈲
ナ
リ
タ
美
容
室

代
表
取
締
役

成
田
弘
子

番
町
・
九
段
・
四
谷

番
町
・
九
段
・
四
谷

㈱
伊
勢
半
本
店

代
表
取
締
役

社

長

澤
田
晴
子

表
千
家  

不
審
菴

家

元

千
　
宗
左

㈱
千
修

代
表
取
締
役

社

長

下
谷
友
康

三
番
町

田

中

康

博

㈲
フ
ァ
マ
シ
ー
池
田

池

田

新

二

㈱
榮
太
樓
總
本
鋪

代
表
取
締
役

社

長

細
田
　
眞

木
村
實
業
㈱

代
表
取
締
役

木
村
平
右
衛
門

中
西
瀝
青
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役

森
口
友
美
子

㈱
東
京
會
舘

取
締
役
社
長

渡
辺
訓
章

㈱
髙
島
屋

常
務
取
締
役

亀
岡
恒
方

正
金
商
事
㈱

代
表
取
締
役

蛯
原
宗
久

㈱
ホ
ッ
タ

取
締
役
社
長

堀
田
峰
明

代
表
取
締
役

㈱
小
林
傅
次
郎
中
央
地
所
部

小
林
弘
忠

代
表
取
締
役

小
林
久
子

銀
座
吉
田
㈱

代
表
取
締
役

吉
田
民
雄

富
士
産
業
㈱

代
表
取
締
役

中
村
勝
彦

㈱
木
村
商
店

代
表
取
締
役

木
村
暖
子

銀
座
越
後
屋

八

代

目

永
井
甚
右
衛
門

㈱
ギ
ン
ザ
の
サ
ヱ
グ
サ

会

長

三
枝
　
進

大
手
町
・
丸
の
内

内
幸
町
・
有
楽
町

大
手
町
・
丸
の
内

内
幸
町
・
有
楽
町

東
宝
㈱

名

誉

会

長

松
岡
　
功

泉
吉
㈱

代
表
取
締
役

岸
本
昌
子

㈾
清
水
隆
商
店

代
表
社
員

清
水

昭

治

㈱
桜
井
食
品

代
表
取
締
役

社

長

桜

井

　

勉

㈱
朝
日
写
真
ニ
ュ
ー
ス
社

代
表
取
締
役

社

長

阪
田
裕
一

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

執

行

役

員

田
苗
　
明

日
本
橋
𠮷
野
鮨
本
店

𠮷

野

正

敏

㈱
帝
国
ホ
テ
ル

取
締
役
社
長

定
保
英
弥

㈱
大
槻
装
束
店

代
表
取
締
役

大
槻
奈
津
子

き
ね
や
足
袋
㈱

代
表
取
締
役

中
澤
貴
之

㈱
大
澤
ロ
ー
ヤ
ル

代
表
取
締
役

大
澤
忠
政

㈱
ト
ミ
タ

代
表
取
締
役

会

長

冨
田
正
一

清
水
建
設
㈱

取
締
役
社
長

井
上
和
幸

㈱
藤
井
工
業

代
表
取
締
役

藤
井
勝
彦

㈱
糟
谷

相

談

役

糟
谷
孝
男

㈱
井
筒
装
束
店

代
表
取
締
役

佐
織
鉄
郎

佐

竹

昭

二

㈱
ゆ
か
り

野
永
喜
一
郎

社

長

エ
ス
ビ
ー
食
品
㈱

代
表
取
締
役

社

長

小
形
博
行

い
ち
よ
し
証
券
㈱

代
表
執
行
役

社

長

小
林
　
稔

山
王
熱
供
給
㈱

代
表
取
締
役

社

長

津
曲
荒
太

東
京
建
物
㈱

代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員

野
村
　
均

㈱
フ
ェ
ム

代
表
取
締
役

藤
田
　
誠

㈱
錦
屋
マ
リ
エ
マ
リ
エ

取
締
役
社
長

勝
田
久
美
子

川
崎
定
徳
㈱川

﨑
眞
次
郎

代
表
取
締
役

会

長

北
見
不
動
産
㈲北

見
芳
夫

㈾
北
見
商
店北

見
ま
さ
ゑ

代

表

社

員

㈱
泉
屋
東
京
店

代
表
取
締
役

泉
由
紀
子

㈱
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

社

長

是
枝
周
樹

㈱
ホ
ッ
ト
ア
ー
ト

代
表
取
締
役

望
月
秀
峻

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

取
締
役
会
長

鈴
木
健
之

㈱
髙
田
装
束
店

代
表
取
締
役

加
藤
充
則

㈱
キ
ョ
ウ
エ
イ
ア
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役

社

長

廣
瀬
勝
巳

順不同敬称略順不同敬称略

㈱
ナ
ン
シ
ン

代
表
取
締
役

齋
藤
信
房

㈱
ア
ー
バ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

社

長

服
部
信
治

㈱
植
む
ら
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役

十
文
字
弘
美

麹
町
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役

勝
山
　
勝

永
田
町
　
天
竹

荻

原

秀

夫

代
表
取
締
役

金
子
架
設
工
業
㈱

青
木
　
茂

代
表
取
締
役

社

長

小
宮
山
印
刷
㈱小

宮
山
貴
史

㈱
プ
レ
ナ
ス塩

井
辰
男

代
表
取
締
役

社

長

京
橋
大
根
河
岸
会

会

長

鈴
木
敏
行

㈱
な
だ
万

代
表
取
締
役

野
原
　
優

裏
千
家
　
今
日
庵

千 

玄
室 

宗
室

㈱
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

代
表
取
締
役

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

淺
野
秀
則

安
全
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役

中
谷
宗
平

朝
日
総
業
㈱

代
表
取
締
役

池
本
な
ぎ
さ

㈱
C
M
C

代
表
取
締
役

髙
橋
悦
郎

㈱
木
村
屋
總
本
店

代
表
取
締
役

社

長

木
村
光
伯

㈱
兵
左
衛
門

代
表
取
締
役

会

長

浦
谷
兵
剛

㈱
桜
井
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役

会

長

桜
井
美
国

㈱
丸
井
ス
ズ
キ

代
表
取
締
役

鈴
木
貴
博

廣
田
特
許
事
務
所

廣
田
雅
紀

代

表

平
成
三
十
一
年
正
月
献
酒
醸
造
元
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

新

政

酒

造

㈱

酔

仙

酒

造

㈱

秋

田

銘

醸

㈱

沢
の
鶴
㈱
　
東
京
支
店

盛

田

㈱

大
関
㈱
　
首
都
圏
支
社

賀

茂

鶴

酒

造

㈱

ヤ
マ
サ
醤
油
㈱
　
東
京
支
店

㈱

三

宅

本

店

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱

濱

田

酒

造

㈱

小
西
酒
造
㈱
　
東
京
支
社

宝

酒

造

㈱

雲
海
酒
造
㈱
　
東
京
支
店

薩

摩

酒

造

㈱

霧

島

酒

造

㈱

日
本
盛
㈱
　
東
京
支
店

辰
馬
本
家
酒
造
㈱

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
㈱

白
鷹
㈱
　
東
京
支
店

櫻
正
宗
㈱
　
東
京
支
店

キ

ン

シ

正

宗

㈱

菊

正

宗

酒

造

㈱

月
桂
冠
㈱
　
東
京
支
店

白
鶴
酒
造
㈱
　
東
京
支
社

中

国

醸

造

㈱

吉
乃
川
㈱
　
東
京
支
店

太

田

酒

造

㈱

黄

桜

㈱

㈱

ち

く

ま

食

品

㈱

山

本

本

家

江
井
ヶ
嶋
酒
造
㈱

桃
川
㈱
　
東
京
支
店

豊

島

屋

酒

造

㈱

石

川

酒

造

㈱

鍋

店

㈱

木

戸

泉

酒

造

㈱

稲

花

酒

造

㈱

㈱

家

久

長

本

店

天

鷹

酒

造

㈱

㈱
小
山
本
家
酒
造

武

蔵

鶴

酒

造

㈱

㈱
矢
尾
本
店
酒
つ
く
り
の
森

高

井

㈱

酒
は
、
こ
れ
を
神
々
に
献
り
、
そ
の
撤
下
を
い
た
だ
く
事
に
よ
っ
て
、
う

つ
う
つ
と
し
た
気
持
ち
が
晴
れ
や
か
に
な
る
百
薬
の
長
で
す
。
当
日
枝
神

社
の
御
祭
神
大
山
咋
神
は
、
古
来
、
酒
を
司
ら
せ
給
う
東
都
の
酒
神
と
厚

く
信
仰
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 お

さ
が
り

近

藤

酒

造

㈱

土

田

酒

造

㈱

大

信

州

酒

造

㈱

七

笑

酒

造

㈱

山

梨

銘

醸

㈱

㈱

土

井

酒

造

場

㈱

本

田

商

店

都

錦

酒

造

㈱

㈱
酔
心
山
根
本
店

㈱
今
田
酒
造
本
店

酔

鯨

酒

造

㈱

土

佐

鶴

酒

造

㈱

千
代
の
園
酒
造
㈱

㈱

福

光

屋

㈱

桝

田

酒

造

店

栃

倉

酒

造

㈱

㈱

丸

山

酒

造

場

㈱

北

雪

酒

造

奥

の

松

酒

造

㈱

㈱

佐

浦

和

田

酒

造

㈾

㈱

六

歌

仙

奉 祝 山 王 祭奉 祝 山 王 祭
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㈱
小
松
ス
ト
ア
ー

代
表
取
締
役

小
坂
　
敬

㈱
新
橋
玉
木
屋

代
表
取
締
役

田
巻
章
子

や
す
幸

松
井
俊
樹

石
原
　
壽

㈱
銀
座
ナ
イ
ン

代
表
取
締
役

社

長

柴
田
孝
則

㈱
銀
座
木
村
家

代
表
取
締
役

木
村
美
貴
子 3口3口2口 3口

京

橋

京

橋

八
重
洲
・
日
本
橋

八
重
洲
・
日
本
橋

崇
敬
者
（
氏
子
外
）

崇
敬
者
（
氏
子
外
）

銀

座

新

橋

銀

座

新

橋

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

㈱
ぬ
利
彦

代
表
取
締
役

社

長

中
澤
彦
七

㈶
答
礼
会

理
事
長
代
行

今
出
川
英
大

理
事
長
代
行

石
川
　
英

マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
㈱

松

本

　

大

永
田
町
・
霞
ヶ
関

平

河

町

永
田
町
・
霞
ヶ
関

平

河

町

山
王
む
ら
さ
き
会

山
の
茶
屋

遠

藤

恒

夫

㈱
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル 

東
急

総

支

配

人

末
吉
孝
弘

㈱
ア
ル
フ
ァ
ビ
デ
オ

代
表
取
締
役

青
山
裕
生

日
枝
神
社
四
葉
会

㈱
食
文
化
総
研

レ
ス
ト
ラ
ン
黒
澤
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

社

長

丸

　

總

子

麹
町
・
紀
尾
井
町

麹
町
・
紀
尾
井
町

㈱
ジ
ャ
パ
ン
グ
レ
ー
ラ
イ
ン

代
表
取
締
役

眞
下
慶
一
郎

弁
護
士
法
人 

一
番
町
綜
合
法
律
事
務
所

代

表

社

員

神
﨑
浩
昭

㈱
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
タ
ニ

代
表
取
締
役

社

長

大
谷
和
彦

㈱
ジ
ョ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

堀
切
健
司

㈲
ナ
リ
タ
美
容
室

代
表
取
締
役

成
田
弘
子

番
町
・
九
段
・
四
谷

番
町
・
九
段
・
四
谷

㈱
伊
勢
半
本
店

代
表
取
締
役

社

長

澤
田
晴
子

表
千
家  

不
審
菴

家

元

千
　
宗
左

㈱
千
修

代
表
取
締
役

社

長

下
谷
友
康

三
番
町

田

中

康

博

㈲
フ
ァ
マ
シ
ー
池
田

池

田

新

二

㈱
榮
太
樓
總
本
鋪

代
表
取
締
役

社

長

細
田
　
眞

木
村
實
業
㈱

代
表
取
締
役

木
村
平
右
衛
門

中
西
瀝
青
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役

森
口
友
美
子

㈱
東
京
會
舘

取
締
役
社
長

渡
辺
訓
章

㈱
髙
島
屋

常
務
取
締
役

亀
岡
恒
方

正
金
商
事
㈱

代
表
取
締
役

蛯
原
宗
久

㈱
ホ
ッ
タ

取
締
役
社
長

堀
田
峰
明

代
表
取
締
役

㈱
小
林
傅
次
郎
中
央
地
所
部

小
林
弘
忠

代
表
取
締
役

小
林
久
子

銀
座
吉
田
㈱

代
表
取
締
役

吉
田
民
雄

富
士
産
業
㈱

代
表
取
締
役

中
村
勝
彦

㈱
木
村
商
店

代
表
取
締
役

木
村
暖
子

銀
座
越
後
屋

八

代

目

永
井
甚
右
衛
門

㈱
ギ
ン
ザ
の
サ
ヱ
グ
サ

会

長

三
枝
　
進

大
手
町
・
丸
の
内

内
幸
町
・
有
楽
町

大
手
町
・
丸
の
内

内
幸
町
・
有
楽
町

東
宝
㈱

名

誉

会

長

松
岡
　
功

泉
吉
㈱

代
表
取
締
役

岸
本
昌
子

㈾
清
水
隆
商
店

代
表
社
員

清
水

昭

治

㈱
桜
井
食
品

代
表
取
締
役

社

長

桜

井

　

勉

㈱
朝
日
写
真
ニ
ュ
ー
ス
社

代
表
取
締
役

社

長

阪
田
裕
一

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

執

行

役

員

田
苗
　
明

日
本
橋
𠮷
野
鮨
本
店

𠮷

野

正

敏

㈱
帝
国
ホ
テ
ル

取
締
役
社
長

定
保
英
弥

㈱
大
槻
装
束
店

代
表
取
締
役

大
槻
奈
津
子

き
ね
や
足
袋
㈱

代
表
取
締
役

中
澤
貴
之

㈱
大
澤
ロ
ー
ヤ
ル

代
表
取
締
役

大
澤
忠
政

㈱
ト
ミ
タ

代
表
取
締
役

会

長

冨
田
正
一

清
水
建
設
㈱

取
締
役
社
長

井
上
和
幸

㈱
藤
井
工
業

代
表
取
締
役

藤
井
勝
彦

㈱
糟
谷

相

談

役

糟
谷
孝
男

㈱
井
筒
装
束
店

代
表
取
締
役

佐
織
鉄
郎

佐

竹

昭

二

㈱
ゆ
か
り

野
永
喜
一
郎

社

長

エ
ス
ビ
ー
食
品
㈱

代
表
取
締
役

社

長

小
形
博
行

い
ち
よ
し
証
券
㈱

代
表
執
行
役

社

長

小
林
　
稔

山
王
熱
供
給
㈱

代
表
取
締
役

社

長

津
曲
荒
太

東
京
建
物
㈱

代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員

野
村
　
均

㈱
フ
ェ
ム

代
表
取
締
役

藤
田
　
誠

㈱
錦
屋
マ
リ
エ
マ
リ
エ

取
締
役
社
長

勝
田
久
美
子

川
崎
定
徳
㈱川

﨑
眞
次
郎

代
表
取
締
役

会

長

北
見
不
動
産
㈲北

見
芳
夫

㈾
北
見
商
店北

見
ま
さ
ゑ

代

表

社

員

㈱
泉
屋
東
京
店

代
表
取
締
役

泉
由
紀
子

㈱
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

社

長

是
枝
周
樹

㈱
ホ
ッ
ト
ア
ー
ト

代
表
取
締
役

望
月
秀
峻

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

取
締
役
会
長

鈴
木
健
之

㈱
髙
田
装
束
店

代
表
取
締
役

加
藤
充
則

㈱
キ
ョ
ウ
エ
イ
ア
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役

社

長

廣
瀬
勝
巳

順不同敬称略順不同敬称略

㈱
ナ
ン
シ
ン

代
表
取
締
役

齋
藤
信
房

㈱
ア
ー
バ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

社

長

服
部
信
治

㈱
植
む
ら
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役

十
文
字
弘
美

麹
町
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役

勝
山
　
勝

永
田
町
　
天
竹

荻

原

秀

夫

代
表
取
締
役

金
子
架
設
工
業
㈱

青
木
　
茂

代
表
取
締
役

社

長

小
宮
山
印
刷
㈱小

宮
山
貴
史

㈱
プ
レ
ナ
ス塩

井
辰
男

代
表
取
締
役

社

長

京
橋
大
根
河
岸
会

会

長

鈴
木
敏
行

㈱
な
だ
万

代
表
取
締
役

野
原
　
優

裏
千
家
　
今
日
庵

千 

玄
室 

宗
室

㈱
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

代
表
取
締
役

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

淺
野
秀
則

安
全
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役

中
谷
宗
平

朝
日
総
業
㈱

代
表
取
締
役

池
本
な
ぎ
さ

㈱
C
M
C

代
表
取
締
役

髙
橋
悦
郎

㈱
木
村
屋
總
本
店

代
表
取
締
役

社

長

木
村
光
伯

㈱
兵
左
衛
門

代
表
取
締
役

会

長

浦
谷
兵
剛

㈱
桜
井
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役

会

長

桜
井
美
国

㈱
丸
井
ス
ズ
キ

代
表
取
締
役

鈴
木
貴
博

廣
田
特
許
事
務
所

廣
田
雅
紀

代

表

平
成
三
十
一
年
正
月
献
酒
醸
造
元
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

新

政

酒

造

㈱

酔

仙

酒

造

㈱

秋

田

銘

醸

㈱

沢
の
鶴
㈱
　
東
京
支
店

盛

田

㈱

大
関
㈱
　
首
都
圏
支
社

賀

茂

鶴

酒

造

㈱

ヤ
マ
サ
醤
油
㈱
　
東
京
支
店

㈱

三

宅

本

店

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱

濱

田

酒

造

㈱

小
西
酒
造
㈱
　
東
京
支
社

宝

酒

造

㈱

雲
海
酒
造
㈱
　
東
京
支
店

薩

摩

酒

造

㈱

霧

島

酒

造

㈱

日
本
盛
㈱
　
東
京
支
店

辰
馬
本
家
酒
造
㈱

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
㈱

白
鷹
㈱
　
東
京
支
店

櫻
正
宗
㈱
　
東
京
支
店

キ

ン

シ

正

宗

㈱

菊

正

宗

酒

造

㈱

月
桂
冠
㈱
　
東
京
支
店

白
鶴
酒
造
㈱
　
東
京
支
社

中

国

醸

造

㈱

吉
乃
川
㈱
　
東
京
支
店

太

田

酒

造

㈱

黄

桜

㈱

㈱

ち

く

ま

食

品

㈱

山

本

本

家

江
井
ヶ
嶋
酒
造
㈱

桃
川
㈱
　
東
京
支
店

豊

島

屋

酒

造

㈱

石

川

酒

造

㈱

鍋

店

㈱

木

戸

泉

酒

造

㈱

稲

花

酒

造

㈱

㈱

家

久

長

本

店

天

鷹

酒

造

㈱

㈱
小
山
本
家
酒
造

武

蔵

鶴

酒

造

㈱

㈱
矢
尾
本
店
酒
つ
く
り
の
森

高

井

㈱

酒
は
、
こ
れ
を
神
々
に
献
り
、
そ
の
撤
下
を
い
た
だ
く
事
に
よ
っ
て
、
う

つ
う
つ
と
し
た
気
持
ち
が
晴
れ
や
か
に
な
る
百
薬
の
長
で
す
。
当
日
枝
神

社
の
御
祭
神
大
山
咋
神
は
、
古
来
、
酒
を
司
ら
せ
給
う
東
都
の
酒
神
と
厚

く
信
仰
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 お

さ
が
り

近

藤

酒

造

㈱

土

田

酒

造

㈱

大

信

州

酒

造

㈱

七

笑

酒

造

㈱

山

梨

銘

醸

㈱

㈱

土

井

酒

造

場

㈱

本

田

商

店

都

錦

酒

造

㈱

㈱
酔
心
山
根
本
店

㈱
今
田
酒
造
本
店

酔

鯨

酒

造

㈱

土

佐

鶴

酒

造

㈱

千
代
の
園
酒
造
㈱

㈱

福

光

屋

㈱

桝

田

酒

造

店

栃

倉

酒

造

㈱

㈱

丸

山

酒

造

場

㈱

北

雪

酒

造

奥

の

松

酒

造

㈱

㈱

佐

浦

和

田

酒

造

㈾

㈱

六

歌

仙
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正
月
恒
例
の
書
初
展
に
於
い
て
、
奉

納
作
品
を
一
月
十
五
日
迄
境
内
に
展

示
し
ま
し
た
。
一
月
六
日
午
後
二
時
よ

り
社
殿
に
て
奉
告
祭
が
執
り
行
わ
れ
、

引
き
続
き
参
集
殿
に
て
山
王
奉
書
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
宮
司

賞
に
は
麹
町
女
子
中
学
校
の
上
原
珠
里

さ
ん
に
、
氏
子
宇
崇
敬
会
長
賞
に
は

番
町
小
学
校
の
水
谷
叡
美
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

第
五
十
五
回

　　
　
奉
納
書
初
展

第
五
十
五
回
　
山
王
奉
書
会 

 

表
彰
者
芳
名
〈
順
不
同
〉

宮
司
賞

　

麹
町
学
園
女
子
中
学
校

	

上
原　

珠
里	

様

氏
子
崇
敬
会
長
賞

　

番
町
小
学
校

	

水
谷　

叡
美	

様

秀
　
作

　

港
南
小
学
校

	
森
川　

彩
貴	

様

　

富
士
見
小
学
校	

	
	

	

福
間　

結
菜	

様

　

九
段
小
学
校	

	
	

	

鈴
木　

ひ
な	
様

　

昌
平
小
学
校	

	
	

	

土
屋　

慶
祐	

様

　

麹
町
中
学
校	

	
	

	

池
田　

結
子	

様

　

麹
町
中
学
校	

	
	

	

小
野
ま
り
子	

様

　

神
田
一
橋
中
学
校		

	
	

木
村
奈
津
子	

様

　

和
洋
九
段
女
子
中
学
校	

	
	

	

鈴
木　

愛
美	

様

　

麹
町
学
園
女
子
中
学
校	

	
	

	

下
室　

都
季	

様

　

九
段
中
等
教
育
学
校	

	
	

	

永
井　

夏
実	

様

山王奉書会
（参集殿にて）

（
原
文
マ
マ
）

　

今
回
は
第
五
十
五
回
日
枝
神
社
奉
納
書

初
展
に
お
い
て
宮
司
賞
を
い
た
だ
け
て
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

私
が
書
道
を
習
い
始
め
た
の
は
六
歳
の

時
で
、
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
始
め
ま
し
た
。

六
歳
の
時
は
、
ま
だ
ひ
ら
が
な
も
上
手
に

か
け
な
か
っ
た
の
で
、
最
初
に
筆
で
文
字

を
書
く
と
き
に
は
と
て
も
苦
戦
し
ま
し
た
。

初
め
て
展
覧
会
に
作
品
を
出
し
た
の
も
六

歳
の
時
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
賞
が
あ
っ

て
一
番
い
い
賞
を
と
り
た
い
と
思
い
た
く

さ
ん
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

ま
で
書
道
を
習
っ
て
い
て
ど
ん
ど
ん
課
題

が
難
し
く
な
っ
て
い
き
上
手
に
書
け
な
い

こ
と
も
あ
り
何
回
も
辞
め
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
書
道

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
今
ま

で
支
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
や
家
族
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
書
初
め
で
書
い
た
作
品
「
吾
心
在

太
古
」
と
い
う
字
は
、「
私
の
心
は
太
古
の

民
と
同
様
に
自
然
で
素
朴
で
あ
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。
こ
の
字
を
書
く
と
き
に
苦

戦
し
た
と
こ
ろ
は
、
字
の
画
数
が
少
な
い

の
で
、
小
さ
く
書
い
て
し
ま
う
と
弱
弱
し

く
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
あ

ま
り
大
き
く
書
く
こ
と
が
得
意
で
は
な
い

の
で
、
太
く
大
き
く
書
く
こ
と
を
心
が
け

ま
し
た
。

　

私
は
今
年
修
学
旅
行
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
方
々
の
名
前
を
筆
で
書
い
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
書
道
を
通
し
て
国
際
交

流
が
で
き
た
の
で
、
今
後
も
書
道
を
生
か

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
宮
司
賞
と
い
う
良
い
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
て
、
ま
た
書
道
に
精
進

し
よ
う
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
氏
子
崇
敬
会
長
賞
に
え
ら

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

は
じ
め
て
こ
の
よ
う
な
す
て
き
な
賞
を
い

た
だ
い
た
の
で
う
れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

私
は
一
年
生
の
時
に
書
道
教
室
に
入

り
、
二
年
生
の
時
に
毛
筆
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
ダ
ル
マ
筆
は
使
っ
た
こ
と
が
な

く
、
日
枝
神
社
の
代
表
と
し
て
え
ら
ば
れ
、

放
課
後
に
書
写
室
で
練
習
を
す
る
と
き

に
初
め
て
ダ
ル
マ
筆
を
使
っ
て
書
き
ま
し

た
。
一
番
さ
い
し
ょ
に
ダ
ル
マ
筆
で
書
く

と
と
て
も
気
持
ち
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

ダ
ル
マ
筆
は
毛
の
部
分
が
大
き
い
の
で
の

び
の
び
と
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

学
校
以
外
で
も
書
道
教
室
で
時
間
を
か
け

て
練
習
を
し
ま
し
た
。
学
校
の
先
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
書
道
教
室
の
先
生
の
「
大
き

く
、
の
び
の
び
と
、
の
び
て
。」
と
い
う
言

葉
な
ど
を
む
ね
に
書
い
た
こ
と
も
こ
の
よ

う
な
け
っ
か
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

練
習
し
て
い
る
時
は
、
ま
さ
か
こ
ん
な

す
て
き
な
賞
を
い
た
だ
け
る
な
ん
て
ゆ
め

に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
言
わ
れ
た
時
も
ゆ
め
を
見
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
一
月
六
日
の
山
王
ほ

う
書
会
で
神
様
に
一
番
近
い
場
で
、
は
い
礼

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
み
な
様
の
前
で
賞
を

受
け
た
時
に
、
あ
ら
た
め
て
私
を
指
ど
う

し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
感
し
ゃ
の
気
持

ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
玉
ぐ
し
ほ
う
て

ん
は
人
生
で
は
じ
め
て
の
と
て
も
大
切
な

け
い
け
ん
で
し
た
。
書
道
は
こ
の
よ
う
な
け

い
け
ん
も
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
な
、
と
思
い

ま
し
た
。
宮
司
賞
を
お
受
け
に
な
っ
た
中

学
生
の
お
姉
様
は
、
作
品
も
び
っ
く
り
す

る
ほ
ど
す
ば
ら
し
く
、
み
な
様
の
前
で
も

ど
う
ど
う
と
お
言
葉
を
の
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
私
も
い
つ
か
あ
ん
な
お
姉
様
の
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
書
道
を
今
ま
で
以
上
に
楽

し
み
、
そ
れ
が
、
自
分
の
よ
ろ
こ
び
に
か

わ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
書
い
て
い
き
ま
す
。

宮
司
賞
を
い
た
だ
い
て

	

麹
町
学
園
女
子
中
学
校　

上
原
　
珠
里
　

氏
子
崇
敬
会
長
賞
を
い
た
だ
い
て

	

番
町
小
学
校
三
年　

水
谷
　
叡
美
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皆
様
紙
切
り
は
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。　

　

紙
切
り
ご
覧
の
方
は
た
い
て
い
明
治
生

ま
れ
の
方
が
多
い
ん
で
す
ね
。

（
会
場
笑
い
が
起
き
る
）

　

何
も
な
い
一
枚
の
紙
か
ら
た
の
し
い
形

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
寿
と
い
う
漢
字
を
切
る
～

　

今
紙
切
り
芸
人
は
日
本
に
何
人
く
ら
い

い
る
と
思
い
ま
す
か
？

　

八
名
お
り
ま
す
、
昔
は
紙
切
り
と
い
う

の
は
男
性
が
や
っ
て
ま
し
た
が
、
今
は
落

語
家
さ
ん
と
か
も
女
性
が
増
え
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
う
い
う
私
た
ち
み
た
い
な
「
色

物
」
と
呼
ば
れ
る
芸
も
女
性
が
増
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。

～
鶴
亀
を
切
る
～

　

今
日
は
お
若
い
方
が
多
い
の
で
、　

普
段

ど
う
い
う
と
こ
で
や
っ
て
る
か
と
い
う
と
、

寄
席
で
す
と
か
演
芸
場
は
も
ち
ろ
ん
な
ん

で
す
け
れ
ど
、
最
近
浅
草
な
ん
か
の
料
亭
、

お
座
敷
で
で
す
ね
紙
切
り
を
披
露
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
す
と

ね
、
お
酒
が
入
っ
た
り
お
料
理
を
食
べ
な

が
ら
見
る
の
で
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
い

う
中
で
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
皆
さ
ん

本
当
に
静
か
で
す
ね
。

　

紙
切
り
は
常
に
喋
っ
た
り
動
い
て
い
な

い
と
い
け
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
お
喋

り
色
々
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど

も
。

～
パ
ン
ダ
の
親
子
を
切
る
～

　

次
は
お
題
を
頂
戴
し
て
何
か
お
作
り
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
夢

　

初
夢
で
す
か
、
き
れ
い
な
お
題
で
す
ね
。

初
夢
と
い
え
ば
、
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
曰

く
こ
の
絵
を
枕
の
下
に
入
れ
て
寝
る
と
い

い
初
夢
が
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
昔
は
12

月
31
日
に
な
る
と
こ
の
絵
を
売
り
に
来
る

人
が
い
た
そ
う
で
す
。

～
宝
船
を
切
る
～

〈
第
五
十
五
回
日
枝
神
社
奉
納
書
初
展
・
山
王
奉
書
会
記
念
講
演
〉

日
本
の
伝
統
芸
能

　
　
〜
紙
切
り
に
み
る
伝
統
文
化
の
継
承
〜

	

紙
切
り
芸
人　

三
遊
亭
絵
馬
氏
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そ
の
後
「
絵
馬
の
中
の
梅
の
花
」、「
観

客
の
似
顔
絵
」
を
切
る
。

質
問
：
紙
切
り
芸
人
に
な
る
に
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
で
す
か
？

　

紙
切
り
芸
人
に
な
る
に
は
で
す
ね
、
弟

子
入
り
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
ね
。
三

年
ぐ
ら
い
は
カ
バ
ン
持
ち
で
仕
事
に
つ
い

て
行
き
ま
す
。
そ
れ
で
一
年
目
は
な
に
も

芸
は
教
え
ま
せ
ん
。
仕
事
に
つ
い
て
行
っ

て
お
茶
を
出
し
た
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

管
理
を
し
た
り
だ
と
か
そ
う
い
う
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
二
年
目
ぐ
ら
い
に
な
る

と
、
段
々
と
技
術
を
教
え
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
で
一
番
初
め
は
、
は
さ

み
に
慣
れ
る
た
め
に
丸
を
切
り
ま
す
。
そ

れ
で
丸
が
き
れ
い
に
切
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
次
に
左
右
対
称
の
も
の
を
切
り
ま

す
。
蝶
や
蜻
蛉
な
ど
で
す
。
そ
の
後
に
四

つ
足
が
き
ま
す
。
横
向
い
た
馬
と
か
犬
で

す
が
そ
こ
で
大
体
は
一
度
挫
折
し
ま
す
。

そ
れ
で
横
向
き
の
動
物
が
切
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
応
用
が
き
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昔
は
十
二
支
や
歌
舞
伎
十
八
番

と
か
、
日
本
の
四
季
で
す
ね
。
四
月
だ
っ

た
ら
桜
、
五
月
だ
っ
た
ら
菖
蒲
、
秋
だ
っ

た
ら
紅
葉
、
冬
だ
っ
た
ら
雪
合
戦
と
か
そ

う
い
う
も
の
を
覚
え
て
い
れ
ば
、
食
い
っ

ぱ
ぐ
れ
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
そ
ん

な
お
題
は
全
く
で
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
こ

そ
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
切
っ
て
く
れ
だ
と
か
、

１
０
１
匹
わ
ん
ち
ゃ
ん
を
切
っ
て
く
れ
だ

と
か
色
ん
な
お
題
が
で
ま
す
。
私
が
大
名

人
に
会
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
技
術
っ

て
の
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
の
で
、
若
い

う
ち
か
ら
興
味
あ
っ
た
も
の
を
色
々
見
な

さ
い
と
。
そ
れ
を
頭
の
中
に
残
し
て
お
く

と
役
に
立
ち
ま
す
よ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
：
絵
で
描
く
の
も
難
し
い
の
に
そ
れ

を
紙
で
表
現
す
る
の
に
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
気
を
付
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
は
さ
み
よ
り
も
絵
筆
の
ほ
う
が
自
分

の
思
い
通
り
に
な
る
ん
で
す
け
ど
、
開
き

直
り
で
す
。
た
め
ら
っ
て
い
た
ら
で
き
な

い
の
で
。

　

例
え
ば
頭
で
覚
え
て
切
る
ん
で
す
か
と

か
、
頭
で
覚
え
て
て
形
が
仕
上
が
る
ん
で

す
か
と
か
色
々
聞
か
れ
る
ん
で
す
け
ど
、

そ
ん
な
こ
と
考
え
て
る
余
裕
な
い
ん
で
す

ね
。
と
に
か
く
様
々
な
形
を
練
習
し
て
お

い
て
、
体
を
動
か
す
こ
と
で
記
憶
を
呼
び

覚
ま
し
て
形
を
作
っ
て
い
ま
す
。
顔
な
ん

か
の
場
合
は
ま
ず
は
輪
郭
、
長
い
の
か
短

い
の
か
。
そ
れ
で
耳
の
位
置
で
だ
い
ぶ
印

象
が
違
っ
て
き
ま
す
。
次
に
真
ん
中
に
鼻

を
置
い
て
、
男
性
と
女
性
で
変
え
て
い
き

ま
す
。
あ
と
は
お
で
こ
も
長
い
か
短
い
か
。

そ
れ
で
大
体
似
て
き
ま
す
。
絵
と
は
違
っ

て
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
で

す
ね
。

（
編
集
文
責
）

　

令
和
元
年
五
月
五
日（
日
）に
恒
例
の

御
神
米
づ
く
り
田
植
祭
の
た
め
、
奉
賛
青

年
会
加
藤
秀
和
副
幹
事
長（
耕
作
長
）を

は
じ
め
、
総
勢
二
十
八
名
で
御
神
田（
千

葉
県
香
取
市
）へ
出
向
し
ま
し
た
。

　

晴
天
の
下
、
恙
な
く
祭
典
を
執
行
し

た
後
に
全
員
で
田
植
え
奉
仕
を
致
し
ま
し

た
。

　

抜
穂
祭（
稲
刈
り
）は
八
月
下
旬
頃
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

御
神
米
づ
く
り  

田
植
祭
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文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
十
五
日
の
山
王
祭

は
、
氏
子
町
方
よ
り
三
組
の
附
祭
が
参
加
し
、
新
乗

物
町
と
新
材
木
町
は
合
同
で
三
節
供
の
統
一
テ
ー
マ

の
附
祭
を
出
し
、
歌
川
芳
艶
は
こ
の
三
節
供
を
各
三

枚
続
の
錦
絵
に
描
い
て
い
る
。

　

本
誌
前
号
に
お
け
る
、
五
・
九
月
節
供
（
以
下
、

五
月
・
九
月
）
の
錦
絵
タ
イ
ト
ル
は
「
新
材
木
町
附

祭
礼
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
同
町
が
出
し
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。
ま
た
、
正
月
節
供
（
以
下
、
正
月
）
の

練
物
「
若
菜
摘
み
の
学ま
ね

び
」
の
錦
絵
「
新
乗
物
町
附

祭
礼
」（
神
田
神
社
蔵
）
を
初
紹
介
し
た
。
こ
の
正

月
は
新
乗
物
町
が
出
し
た
と
し
、
こ
の
三
枚
続
左
の

囃
子
図
は
、
五
月
の
地
走
踊
り
に
お
い
て
、
富
本
連

中
が
担
当
し
た
囃
子
図
が
間
違
え
て
伝
来
し
た
も
の

で
あ
り
、
正
月
錦
絵
の
三
枚
揃
っ
た
作
品
は
現
在
、

確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。

　

一
方
、
こ
の
三
種
と
は
異
な
る
、
歌
川
芳
女
（
朝

櫻
楼
芳
女
）
画
、
版
元
品
川
屋
久
助
、「
戌
六
改
」

（
同
年
六
月
）
改
印
の
三
枚
続
「
五
節
句
の
内　

三

節
の
見
立　

新
材
木
町　

新
乗
物
町
」
の
錦
絵
が
伝

来
し
、
正
月
の
み
が
描
か
れ
、
以
下
の
同
版
の
四
点

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館

竹
内
道
敬
文
庫
蔵
は
、『
竹
内
道
敬
文
庫
錦
絵
図
録

目
録
』（
国
立
音
楽
大
学
編
集
・
発
行
、二
〇
一
七
年
）

や
、『
最
後
の
天
下
祭
―
文
久
二
年
の
山
王
祭
―
』（
國

學
院
大
學
博
物
館
・
福
原
、
同
館
発
行
、
二
〇
一
八

年
）
に
掲
載
さ
れ
、
前
者
に
は
文
字
も
翻
刻
さ
れ
、

正
月
の
唄
方
・
囃
子
方
で
あ
る
。

　

ま
た
、
個
人
蔵
が
『
国
芳
イ
ズ
ム
―
歌
川
国
芳

と
そ
の
系
脈
』（
練
馬
区
立
美
術
館
編
集
・
発
行
、

二
〇
一
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
、
神
田
神
社
に
も
二
種

が
所
蔵
さ
れ
、
一
種
に
は
墨
で
補
筆
さ
れ
て
い
る
。

　

芳
女
は
国
芳
の
次
女
、
芳
艶
も
国
芳
の
弟
子
で
あ

り
、
国
芳
自
身
山
王
祭
附
祭
に
参
加
し
、
描
い
て
い

た
ほ
ど
、
父
子
や
一
門
は
同
附
祭
に
淫
し
て
お
り
、

国
芳
没
後
、
娘
と
弟
子
は
同
錦
絵
を
描
い
た
の
だ

が
、そ
の
両
タ
イ
ト
ル
の
町
が
、な
ぜ
異
な
る
の
か
。

　

同
祭
の
絵
本
番
付
「
山
王
御
祭
礼
番
附
」
や
、
東

京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
「
文
久
二
年
六
月
十
五
日
山

王
御
祭
禮
番
付
并
附
祭
藝
人
練
子
名
前
帳
」
で
は
両

町
合
同
と
記
さ
れ
、
前
者
巻
末
唄
本
の
正
月
節
供

の
長
唄
「
若
菜
摘
吾
妻
雛
形
」
も
、
両
町
合
同
の

記
載
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
三
節
供
の
附
祭
自
体
は
両
町
合
同
に

よ
る
も
の
と
、
前
号
の
考
え
を
改
め
る
。
し
か
し

錦
絵
に
関
し
て
は
、
芳
女
錦
絵
の
方
は
両
町
合
同

で
依
頼
し
、
芳
艶
錦
絵
は
新
乗
物
町
が
正
月
を
、

新
材
木
町
が
五
・
九
月
を
、
別
々
に
依
頼
し
た
可
能

性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
後
半
は
同
年
の
麻
疹
流
行
に
対
す
る
、
対
抗

手
段
の
山
車
や
芸
能
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

山
王
祭
の
六
月
以
降
、
江
戸
で
は
炎
旱
が
続
い
て

麻
疹
が
流
行
り
、
七
月
半
ば
に
蔓
延
し
て
八
月
ま
で

続
き
、
多
く
の
死
者
を
出
し
て
お
り
、『
藤
岡
屋
日

記
』
に
は
「
コ
レ
ラ
獣
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
斎
藤

月
岑
の
『
武
江
年
表
』
に
よ
る
と
、八
月
半
ば
よ
り
、

町
々
の
木
戸
に
斎
竹
を
立
て
、
軒
に
奉
燈
提
灯
を
飾

り
、
神
輿
や
獅
子
頭
を
渡
し
、
神
楽
所
（
神
酒
所
）

を
設
え
て
神
を
勇
め
、「
こ
の
禍
を
攘
」
っ
た
。
臨

時
祭
は
次
第
に
大
規
模
と
な
り
、
大
き
な
車
楽
（
山

車
）
を
曳
き
渡
し
、
伎
踊
（
お
ど
り
）
や
練
物
を
催

し
て
街
頭
を
渡
し
た
と
い
う
（
今
井
金
吾
校
訂
『
定

本　

武
江
年
表　

下
』
筑
摩
書
房
、二
〇
〇
四
年
）。

　

月
岑
の
日
記
八
月
十
五
日
条
に
よ
る
と
、
町
々
は

悪
気
を
攘
え
終
え
る
ま
で
、
山
車
を
出
し
、
神
楽

所
等
を
拝
し
続
け
た
、
と
あ
る
（
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
編
『
斎
藤
月
岑
日
記
』
７
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
九
年
）。

武
蔵
大
学　

教
授　

福
原
敏
男

文
久
二
年
山
王
祭
附つ

け
ま
つ
り祭

の

　  

正
月
節
供
錦
絵（
下
）   

付
：
同
年
麻
疹
祓
い

寄  

稿
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以
下
、
同
日
記
に
よ
り
、
如
何
な
る
対
処
＝
祓
い

が
行
わ
れ
た
の
か
、
見
て
み
る
。

（
以
下
の
引
用
文
は
筆
者
が
現
代
文
に
直
し
書
体
を
か
え
た
）

　

先
ず
、
例
年
夏
越
に
参
拝
す
る
習

慣
の
な
い
月
岑
は
、
六
月
晦
日
に
神

田
明
神
へ
「
名
越
」
の
祓
い
に
行
く
。

　

七
月
七
日
、
四
軒
町
稲
荷
の
神
輿

が
出
さ
れ
、
新
銀
町
辺
り
で
も
他
の

町
よ
り
大
き
な
神
輿
を
借
り
、
通
町

辺
り
ま
で
渡
御
を
し
た
。

　

八
月
四
日
（
以
下
、
八
月
）、
お
祓

い
に
出
る
と
し
て
、
挿
絵
が
載
る
。

阿お

多た

福ふ
く

風
（
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
よ
る

流
行
性
耳
下
腺
炎
）
に
罹
り
、
下
ぶ

く
れ
と
な
っ
た
面
相
の
仮
面
を
つ
け

た
大
人
や
子
ど
も
で
あ
ろ
う
。
扇
の

風
で
疫
病
を
祓
い
送
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

十
四
日
夜
、
月
岑
宅
近
辺
で
は
獅

子
頭
を
渡
し
て
深
更
に
及
び
、
軒
提

灯
や
忌
竹
等
も
出
さ
れ
、
翌
十
五
日

夜
、
町
々
は
獅
子
頭
を
渡
し
た
。

　

十
七
日
、
多
町
三
丁
目
は
武
蔵
野

の
山
車
を
出
し
、
十
九
日
、
三
河
町

四
丁
目
は
加
藤
清
正
の
山
車
を
出
し

て
廻
る
。

　

二
十
日
、
雉
子
町
は
源
為
朝

の
山
車
を
出
し
、
今
日
と
明
日

曳
き
、
二
十
一
日
、
三
河
町
二

丁
目
は
幣
の
山
車
を
出
す
。

　

二
十
二
日
、
佐
柄
木
町
は

武
蔵
野
の
山
車
を
出
し
、

二
十
七
日
、
紺
屋
町
よ
り
踊

り
を
出
す
。

　

二
十
八
日
、
紺
屋
町
と
三

河
町
三
丁
目
代
地
は
劍
先
烏

帽
子
の
山
車
を
出
し
、
雉
子

町
へ
も
廻
り
、
三
河
町
一
丁

目
は
猿
田
彦
の
山
車
を
廻
す
。

　

二
十
九
日
、
茅
場
町
に
猿

の
山
車
が
出
さ
れ
、
晦
日
、
冨
山
町

辺
り
で
も
山
車
が
出
さ
れ
る
。

　

閏
八
月
二
日
（
以
下
、
閏
八
月
）、

山
谷
熱
田
社
に
て
祭
列
提
灯
や
山
車

が
出
、
神
楽
所
等
が
仮
設
さ
れ
、
四

日
、八
丁
堀
古
着
屋
わ
ら
河
岸
よ
り
、

山
車
・
踊
台
等
が
出
さ
れ
る
。

　

六
日
、
芝
神
明
（
飯
倉
神
明
宮
）

氏
子
に
よ
り
臨
時
祭
が
催
さ
れ
、
同

社
門
前
で
山
車
・
万
度
や
女
鉄か

な

棒
引

等
が
出
、
烏
森
稲
荷
社
氏
子
も
初
午

の
山
車
を
出
す
な
ど
、
こ
の
近
辺
は

大
賑
わ
い
と
な
る
。

　

九
月
十
四
日
の
神
田
祭
の
宵
宮
に

際
し
、
同
年
は
蔭
祭
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
竪
大
工
町
の
棟
上
、
多
町
一
丁

目
の
頼
光
、
新
銀
町
の
頼
朝
、
横
大

工
町
の
菊
角
力
、
新
石
町
一
丁
目
の

石
台
、三
河
町
四
丁
目
の
素
盞
嗚
尊
、

蝋
燭
町
・
関
口
町
合
同
の
為
朝
、
皆

川
町
の
日
の
出
の
山
車
が
出
さ
れ
、

外
神
田
で
は
山
車
一
本
と
踊
台
二
台

が
出
る
。

　

月
岑
は
神
田
明
神
氏
子
数
ヵ
町
の
名
主
で
あ
る
の

で
、
右
の
記
載
で
あ
る
が
、
山
王
権
現
氏
子
町
で
も

同
様
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

麻疹のお祓い
（『斎藤月岑日記』文久2年8月4日条より転載）
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狭
山
茶
は
「
静
岡
茶
」「
宇
治
茶
」
と
並
ぶ
日
本
三
大
茶
と
さ
れ
て
お
り
、
古

く
か
ら
「
色
は
静
岡
、
香
り
は
宇
治
よ
、
味
は
狭
山
で
と
ど
め
さ
す
」
と
茶
摘

み
で
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

狭
山
茶
の
摘
採
は
二
番
茶
ま
で
の
た
め
深
い
味
わ
い
を
も
っ
て
お
り
、
仕
上

げ
の「
狭
山
火
入
」と
称
す
る
古
来
の
火
入
れ
を
行
い
甘
く
濃
厚
な「
味
の
狭
山
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

	

「
狭
山
茶
」の
起
源
は
中
世
の
文
献
に
登
場
す
る「
河
越
茶
」や「
慈
光
茶
」な
ど
、

当
時
の
有
力
寺
院
で
生
産
さ
れ
た
と
さ
れ
る
茶
か
ら
始
ま
り
、
室
町
時
代
に
は

京
都
や
奈
良
の
茶
園
に
次
ぐ
地
方
茶
産
地
と
し
て
大
和
・
伊
賀
・
伊
勢
・
駿
河

な
ど
と
並
ぶ
銘
園
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
ま
す
。

	

「
狭
山
新
茶
奉
納
奉
告
祭
」
で

は
狭
山
市
茶
業
協
会
か
ら
奉

納
さ
れ
た
狭
山
新
茶
と
と
も

に
当
社
の
境
内
で
採
れ
た
茶

葉
に
て
製
茶
さ
れ
た
お
茶
を

神
前
に
お
供
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
祭
礼
期
間
中
は
境

内
に
於
い
て
奉
納
さ
れ
た
新

茶
の
振
る
舞
い
を
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
「
味
の
狭
山
」

を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

 

六
月
八
日
午
前
十
時
　

狭
山
新
茶
奉
納
奉
告
祭

山
王
祭　

祭
事
の
ご
紹
介

　

日
枝
神
社
の
末
社
と
し
て
猿
田
彦
神
社

が
あ
り
ま
す
。
御
祭
神
猿
田
彦
大
神
様

は
、
天
孫
降
臨
に
際
し
瓊に

に
ぎ
の
み
こ
と

瓊
杵
尊
を
御
先

導
申
上
げ
た
御
事
績
に
よ
り
「
道
案
内
の

神
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

私
た
ち
が
人
生
の
岐
路
に
お
い
て
、
い

ず
れ
の
道
を
進
む
べ
き
か
思
案
に
く
れ
る

と
き
、そ
の
行
路
の
別
れ
道（
岐
・
ち
ま
た
）

に
あ
っ
て
、
御
神
徳
を
発
揮
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
猿
田
彦
大
神
様
由
縁
の
祭
日
を

「
庚
申
の
日
」
と
言
い
、六
十
日
に
一
度
巡
っ

て
き
ま
す
。

　

当
社
で
は
こ
の
庚
申
の
日
の
午
前
九
時
に

「
庚
申
祭
」を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
御
参

列
御
希
望
の
方
は
当
日
の
午
前
八
時
五
十
分

ま
で
に
猿
田
彦
神
社
前
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

ま
た
、
同
日
の
午
前
十
時
半
・
正
午
に

は
各
回
二
十
名
様
限
定
で
道
開
き
祈
願

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
参
列
の

上
、
猿
田
彦
大
神
様
の
御
神
徳
を
お
受
け

く
だ
さ
い
。

　

道
開
き
祈
願
は
予
約
に
て
承
っ
て
お
り

ま
す
。
予
約
状
況
に
つ
い
て
は
お
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
庚
申
祭
並
び
に

特
別
祈
祷
道
開
き
祈
願
の
日
程

　

・
七
月
二
十
二
日	

（
月
）

　

・
九
月
二
十
日		

（
金
）

　

・
十
一
月
十
九
日	
（
火
）

庚
申
祭
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山
王
祭
事
暦

緑
陰
朝
詣
り
と
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い

七
月
二
十
日（
土
）〜
八
月
三
十
一
日（
土
）

箸
感
謝
祭

八
月
四
日（
土
）十
時
半

敬
老
祭

九
月
十
六
日（
月
）十
四
時

山
王
祖
霊
祭

九
月
二
十
日（
金
）十
一
時

即
位
礼
当
日
祭

十
月
二
十
二
日（
火
）九
時

大
嘗
祭
当
日
祭

十
一
月
十
四
日（
木
）十
一
時

本
年
は
大
嘗
祭
当
日
祭
を
行
う
た
め

新
嘗
祭
は
行
い
ま
せ
ん
。

〈
通 

巻 

百
三
十
四
号 

〉

　

発	

行	

令
和
元
年
六
月
一
日

　

編	

集	

日  

枝  

神  

社  

社  

務  

所

	

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
十
番
五
号

	

（
郵
便
番
号　

一
〇
〇-

〇
〇
一
四
）

	

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
三-

三
五
八
一-

二
四
七
一（
代
表
）

	

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三-

三
五
八
一-

二
〇
七
七

	
http://w

w
w
.hiejinja.net/

山 

王 

台 

通 

信

【
出
　
仕
】	

杉
本
磨
彩
気	

東
京
都
出
身

	
	

國
學
院
大
學
神
道
文
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学
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卒

【
巫
　
女
】	

後
藤　

莉
緒	

千
葉
県
出
身　

	
	

日
本
児
童
教
育
専
門
学
校
卒

【
巫
　
女
】	

荒
張　

唯
香	

茨
城
県
出
身

	
	

東
京
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
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ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門
学
校
卒

【
巫
　
女
】	

大
川
恵
莉
夏	

東
京
都
出
身

	
	

都
立
狛
江
高
等
学
校
卒

【
巫
　
女
】	

佐
藤　

凜	

東
京
都
出
身

	
	

都
立
園
芸
高
等
学
校
卒

【
実
習
生
】	

若
森　

穂
香	

岐
阜
県
出
身

	
	

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
在
学
中

【
実
習
生
】	

林　
　

千
愛	

岡
山
県
出
身

	
	

國
學
院
大
學
別
科
神
道
専
修
在
学
中

【
録
　
事
】	

武
藤　

有
紀

【
嘱
　
託
】	

伊
久　

穗
乃
華

【
嘱
　
託
】	

島
田　

喜
弘

【
嘱
　
託
】	

公
文　

彦
一

	

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
付　
　

新
入
職
員
紹
介

予
　
　
　
　
告

中
秋
管
絃
祭
（
第
五
十
二
回
）

　

九
月
十
三
日
（
金
）
十
八
時

中
秋
の
ひ
と
と
き
、
日
枝
神
社
で
行
わ
れ
る

古
式
ゆ
か
し
い
伝
統
芸
能
「
雅
楽
」
を
心
ゆ
く

ま
で
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

管
　
絃　

太た
い
し
き
ち
ょ
う
の
ね
と
り

食
調
音
取　

合が
っ
か
え
ん

歓
塩

　
　
　
　

朗ろ
う
え
い詠
「
嘉か

し

ん辰
」　

抜ば

と

う頭

神
楽
舞　

四し
ほ
う
は
い

方
拝　

浦う
ら
や
す安
の
舞ま

い　

日ひ

え枝
の
舞ま

い

舞
　
楽　

小
野
雅
楽
会
奉
仕



日枝神社 
山王祭公式アプリ

iOS端末 android 端末 対応

無  料

ホームページ・Twitter・Facebookでも情報を公開しています。
QRコードもしくはURL からご覧ください。

日枝神社
公式Facebook ページ
www.facebook.com/hiejinja/

山王祭
公式Twitter
https://twitter.com/sannoumatsuri

山王祭公式ホームページ
http://www.tenkamatsuri.jp/

03-3502-2205
受付・お問合わせは

6 月22日（土）・23日（日）
7 月 7 日（日）・13日（土）・28日（日）
8 月10日（土）・25日（日）・31日（土）
9 月 1 日（日）・ 7 日（土）・21日（土）
10月 5 日（土）・ 6 日（日）・12日（土）
11月 9 日（土）・24日（日）

展示会開催日程（12:00 〜17:00）

9月・10月全日/11月の平日限定/12月は15日（日）まで

七
な ご み

五三プラン 受付中日枝神社
令和元年

日枝あかさかでは御祈祷・お祝い着レンタル・着付け＆ヘアーセッ
ト・スタジオでの写真撮影、日枝あかさか内つきじ植むらでの
お食事がセットになったお得なプランをご用意しております。

３９，８００円プラン内
料金


